












前期：4月1日（水）～7月31日（金） 後期：9月28日（月）～2月8日（月）

1Q：4月1日～6月3日（5月28日～29日を除く） 3Q：9月28日～11月30日（11月25日～27日を除く）

2Q：5月28日～7月31日（6月1日～3日を除く） 4Q：11月25日～2月8日（11月30日を除く）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 ９月 27 28 29 30 1 2 3

5 6 7 8 9 10 11 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 11 12 13 14 15 16 17

19 20 21 22 23 24 25 18 19 20 21 22 23 24

26 27 28 29 30 1 2 25 26 27 28 29 30 31

3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7

10 11 12 13 14 15 16 8 9 10 11 12 13 14

17 18 19 20 21 22 23 15 16 17 18 19 20 21

24 25 26 27 28 29 30 22 23 24 25 26 27 28

31 1 2 3 4 5 6 29 30 1 2 3 4 5

7 8 9 10 11 12 13 6 7 8 9 10 11 12

14 15 16 17 18 19 20 13 14 15 16 17 18 19

21 22 23 24 25 26 27 20 21 22 23 24 25 26

28 29 30 1 2 3 4 27 28 29 30 31 1 2

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23

26 27 28 29 30 31 1 24 25 26 27 28 29 30

2 3 4 5 6 7 8 31 1 2 3 4 5 6

9 10 11 12 13 14 15 7 8 9 10 11 12 13

16 17 18 19 20 21 22 14 15 16 17 18 19 20

23 24 25 26 27 28 29 21 22 23 24 25 26 27

30 31 1 2 3 4 5 28 1 2 3 4 5 6

6 7 8 9 10 11 12 7 8 9 10 11 12 13

13 14 15 16 17 18 19 14 15 16 17 18 19 20

20 21 22 23 24 25 26 21 22 23 24 25 26 27

27 後期28 後期29 後期30 28 29 30 31

回数 - 15 15 15 15 15 - 回数 - 15 15 15 15 15 -

注：9月28日（月）は後期の授業開始日

　 休業日等（1/19(火)は共通テスト試験監督等振替、1/22(金)は学校推薦型選抜Ⅱ当日）

授業日

補講日（補講を実施しない場合は定期試験日として利用可能）

定期試験日

追試験日

再試験日

８月 ２月

９月 ３月

令和８年度歯学部カレンダー（２～４年次）

R８年
４月 １０月

５月 １１月

１２月

R９年
１月

６月

７月



校時

　
年次

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

4

5

6

講３Ａ・・・講義室３Ａ（C棟３階） 実５Ａ・・・実習室５Ａ（C棟５階） 臨４Ｂ・・・臨床実習室４Ｂ（C棟４階）

講３B・・・講義室３Ｂ（C棟３階） 実５Ｂ・・・実習室５Ｂ（C棟５階） 医２講・・・医学部第２講義室

講６Ａ・・・講義室６Ａ（C棟６階） 実５Ｃ・・・実習室５Ｃ（C棟５階） 医１実・・・医学部第１実習室

講６Ｂ・・・講義室６Ｂ（C棟６階） 歯解実・・・歯学部解剖実習室（Ａ棟７階）

時間割
90分授業 60分授業
1校時　8：50-10：20 1校時　8：50-9：50
2校時　10：30-12：00 2校時　10：00-11：00
3校時　13：00-14：30 3校時　11：10-12：10
4校時　14：40-16：10 4校時　13：00-14：00
5校時　16：20-17：50 5校時　14：10-15：10

6校時　15：20-16：20
7校時　16：30-17：30
8校時　17：40-18：40

（令和８年度）歯学部授業時間割

（　前　期　）（ １Q・２Q ）

曜
日

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

8:50 10:20

10:00 11:00 11:10 12:10

16:20 17:50

1 2 3 4 5 6 7 8

10:30 12:00 13:00 14:30 14:40 16:10

教養教育

微生物学・口腔微生物学（講３Ａ） 薬理学及び同実習（講３Ａ・実５Ｃ）

歯科矯正学及び同実習（講６Ａ・臨４Ｂ） 予防歯科学及び同実習（講６Ａ・臨４Ｂ） 基礎歯学研究

16:30 17:30 17:40 18:40

歯科学のための物理科学
（講３Ｂ）

細胞生物学入門Ⅰ（講３Ｂ） 歯学展望（講３Ｂ） 骨学及び同実習（歯解実・講３Ｂ・医２講・医１実） 教養教育：初年次セミナー（坂本）

13:00 14:00 14:10 15:10 15:20 16:208:50 9:50

統合科目（講６Ｂ）

臨床実習 基礎歯学輪講（講３Ａ）

火

(1Q)学内・学外早期体験実習
/(2Q)歯科医師のコンピテンシーⅠ（講３Ｂ）

細胞生物学プラクシス（講３Ｂ） 教養教育：初年次セミナー（坂本）

教養教育

薬理学及び同実習
（講３Ａ・実５Ｃ）

（1Q)微生物学・口腔微生物学（講３Ａ）／
（2Q)病理学総論及び同実習（講３A･実５B）

月

水

教養教育

生理学（講３Ｂ）/生理学実習（実５Ｃ） (1Q)教養教育：歯科学のための生物科学（講３B） (1Q)教養教育：歯科学のための化学（講３B）

病理学総論及び同実習(講３A・実５Ｂ）

歯科矯正学及び同実習（講６Ａ） 保存修復学（講６Ａ） 保存修復学実習（臨４Ｂ）

歯科理工学Ⅰ/歯科理工学Ⅱ/歯科理工学Ⅲ（講３Ａ） 口腔組織学及び同実習（講３Ａ・実５Ｂ）

(1Q)災害口腔医学
/(2Q)小児歯科学・小児歯科学実習（講６Ａ）

歯内治療学（講６Ａ） 歯内治療学実習（臨４Ｂ）

統合科目（講６Ｂ） 歯学研究

臨床実習

歯科東洋医学（講３Ａ）／Scientific and Practical English（講３Ａ）

障害者歯科学（講６Ａ）
歯科医師のコンピテンシーⅣ

（講６Ａ） 冠橋義歯学及び同実習（講６Ａ・臨４Ｂ）

統合科目（講６Ｂ）

統合科目（講６Ｂ）

臨床実習 歯学研究

教養教育

解剖学及び同実習（講３Ｂ・歯解実）
歯科医師のコンピテン

シーⅡ（講３B）

内科学総論（講３Ａ）

臨床実習

金

教養教育

生化学（講３Ｂ） 発生学（講３Ｂ） 生理学（講３Ｂ）/生理学実験（実５Ｃ）

3 外科学総論（講３Ａ）

木

※　教室名と略語の対応は以下のとおり。

歯科麻酔学及び同実習（講６Ａ） 　有床義歯補綴学及び同実習（講６Ａ・臨４Ｂ）

統合科目（講６Ｂ）

臨床実習 基礎歯学輪講（講３Ａ）

口腔解剖学及び同実習（歯解実・講３A） 　　コミュニティー教育･実習（講３Ａ）   （1Q)基礎歯学研究概論（講３Ａ）／（2Q)基礎歯学研究
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講３Ａ・・・講義室３Ａ（C棟３階） 実５Ａ・・・実習室５Ａ（C棟５階） 臨４Ｂ・・・臨床実習室４Ｂ（C棟４階）

講３Ｂ・・・講義室３Ｂ（C棟３階） 実５Ｂ・・・実習室５Ｂ（C棟５階） 医解実・・・医学部解剖実習室

講６Ａ・・・講義室６Ａ（C棟６階） 実５Ｃ・・・実習室５Ｃ（C棟５階） 医講４・・・医学部第４講義室（病院２階）

講６Ｂ・・・講義室６Ｂ（C棟６階） 歯解実・・・歯学部解剖実習室（Ａ棟７階）

時間割
90分授業 60分授業
1校時　8：50-10：20 1校時　8：50-9：50
2校時　10：30-12：00 2校時　10：00-11：00
3校時　13：00-14：30 3校時　11：10-12：10
4校時　14：40-16：10 4校時　13：00-14：00
5校時　16：20-17：50 5校時　14：10-15：10

6校時　15：20-16：20
7校時　16：30-17：30
8校時　17：40-18：40

（令和８年度）歯学部授業時間割

（　後　期　）（ ３Q・４Q ）

曜

日

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

8:50 10:20 16:20 17:50

1 2 3 4 5 6 7 8

10:30 12:00 13:00 14:30 14:40 16:10

16:30 17:30 17:40 18:40

月

細胞生物学入門Ⅱ（講３Ｂ） 歯学展望（講３Ｂ）

長崎大学グローカルインターンシップ・プログラム（講6Ｂ）

13:00 14:00 14:10 15:10 15:20 16:208:50 9:50 10:00 11:00 11:10 12:10

歯周病学（講6A）
統合科目〈スポーツ歯学〉/
統合科目〈総合歯科学Ⅰ〉

（講6Ａ）
歯周病学実習（臨４Ｂ） 基礎歯学研究

臨床実習

長崎大学グローカルインターンシップ・プログラム（オンライン自主学習）

3 内科学各論 (講３Ａ）
微生物学・口腔微生物学

(講３Ａ）
外科学各論（講３Ａ）

隣接医学Ⅱ(講３Ａ）

（4Q)歯科法医学(講３Ａ）

(3Q)医学統計学/(4Q)コンピ

テンシーⅢ（講3Ａ）
口腔病理学及び同実習(講3Ａ ・実５Ｂ）

統合科目〈臨床解剖学〉（講６Ａ・歯解実・医解実） 口腔外科学Ⅰ及び同実習（講6A・臨４Ｂ） 実践臨床歯科英会話（講6A）

臨床実習
(3Q)コンピテンシーⅤ

/臨床歯学セミナー（講６B）

臨床実習／高次口腔医療学
(3Q)

歯科医療管理学（講3A）

　学内・学外早期体験実習（講３Ｂ）

長崎大学グローカルインターンシップ・プログラム（講6Ｂ） 生化学実験（実５Ａ）

臨床実習／高次口腔医療学
(3Q)

歯科医療管理学（講3Ａ）

水

教養教育

2
(3Ｑ)長崎大学グローカルインターンシップ・プログラム(講6Ｂ) (3Ｑ)長崎大学グローカルインターンシップ・プログラム（オンライン自主学習）

（4Q）解剖学及び同実習（講６Ｂ・歯解実・医解実）

3

火

臨床実習 歯学研究

臨床実習／高次口腔医療学
(3Q)

歯科医療管理学（講３B）

隣接医学Ⅰ・Ⅱ（講３Ａ）
（3Q)歯科理工学実験（講３Ａ・実５Ｃ）

(4Q)隣接医学Ⅱ（講３Ａ）

高齢者歯科学（講6Ａ） 小児歯科学/小児歯科学実習（講6Ａ・臨４Ｂ）

冠橋義歯学及び同実習（講6Ａ・臨４Ｂ） 臨床歯学研究概論（講6Ａ）

臨床実習

臨床実習／高次口腔医療学
(3Q)

歯科医療管理学（講３B）

木

教養教育

解剖学及び同実習（講６Ｂ・歯解実・医解実）

3
（3Q）隣接医学Ⅲ（講３Ａ） （3Q）口腔微生物学実習（講３Ａ・実5A)

（4Q)隣接医学Ⅰ・Ⅱ（講３Ａ） （4Q)衛生学及び同実習（講３A・実5A）

歯科放射線学及び同実習（講6A）

臨床実習／高次口腔医療学
(3Q)

歯科医療管理学（講３B）

※　教室名と略語の対応は以下のとおり。

金

教養教育

組織学及び同実習（講６B・実５Ｂ）

歯科薬理学（講３Ａ）/口腔生理学（講３A） 口腔生化学（講３Ａ） 基礎歯学研究

口腔外科学Ⅱ及び同実習（講6A・臨４Ｂ） 　有床義歯補綴学及び同実習（講6A・臨４Ｂ）

臨床実習／

医哲学・医療倫理（医学部記念講堂）（10月の２日間）



1



28



29



30



口腔生命科学各論Ⅱ（3 年次生、4 年次生、5 年次生） 
 
（１）衛生学及び同実習         （3 年）・・・・・・・・・・・116 
（２）予防歯科学及び同実習       （4 年）・・・・・・・・・・・120 
（３）歯科矯正学及び同実習       （4 年）・・・・・・・・・・・125 
（４）小児歯科学            （4 年）・・・・・・・・・・・129 
（５）小児歯科学実習          （4 年）・・・・・・・・・・・132 
（６）保存修復学            （4 年）・・・・・・・・・・・134 
（７）保存修復学実習           （4 年）・・・・・・・・・・・137 
（８）歯内治療学            （4 年）・・・・・・・・・・・140 
（９）歯内治療学実習          （4 年）・・・・・・・・・・・143 
（10）歯周病学             （4 年）・・・・・・・・・・・146 
（11）歯周病学実習           （4 年）・・・・・・・・・・・149 
（12）冠橋義歯学及び同実習       （4 年）・・・・・・・・・・・152 
（13）有床義歯補綴学及び同実習     （4 年）・・・・・・・・・・・158 
（14）口腔外科学Ⅰ及び同実習      （4 年）・・・・・・・・・・・162 
（15）口腔外科学Ⅱ及び同実習      （4 年）・・・・・・・・・・・164 
（16）歯科放射線学及び同実習      （4 年）・・・・・・・・・・・167 
（17）歯科麻酔学及び同実習       （4 年）・・・・・・・・・・・170 
（18）高齢者歯科学           （4 年）・・・・・・・・・・・173 
（19）障害者歯科学           （4 年）・・・・・・・・・・・177 
（20）災害口腔医学           （4 年）・・・・・・・・・・・180 
（21）口腔インプラント学        （5 年）・・・・・・・・・・・183 
（22）摂食嚥下リハビリテーション学   （5 年）・・・・・・・・・・・186 
（20）社会歯科学            （5 年）・・・・・・・・・・・189 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容
教科書
ページ

教員名 教室

頭蓋、顎、顔面の発育 33-44

小児の心身発育 5-32

口腔機能の発達 45-61

歯列、咬合の発育と異常 89-103

乳歯，幼若永久歯の特徴 104-117

小児の齲蝕
齲蝕の予防と進行抑制 151-188

小児への歯科的対応 118-134

歯の発育と異常 62-88

前期のまとめ（小テスト予定）

小児の歯冠修復 194-211
医療安全管理 143-150

小児の歯周疾患 232-246
小児の歯科診療の流れ 135-142
小児の歯内治療① 212-231
小児の歯内治療②③ 212-231
小児の外科 188-193

287-298
心身障害児 338-367
顎骨と軟組織の疾患 258-286

小児疾患と歯科診療と歯科治療① 368-412
小児の外傷 247-257

小児疾患と歯科診療と歯科治療② 368-412
咬合誘導 299-337

小児疾患と歯科診療と歯科治療③ 368-412
唇顎口蓋裂 362-365

児童虐待 413-417

特別講義（歯の再生）

後期のまとめ（小テスト予定）

講義，実習の日程についてはシラバス作製時の仮日程である

詳細については，追って連絡する

講義室６Ａ45 1 20 水 3 藤田

講義室６Ａ

42-44 12 9 水

3
4,5

日髙
福本 講義室６Ａ

39-41 11 11 水
3

4,5
藤田
日髙

講義室６Ａ

36-38 11 4 水
3

4,5
藤田
日髙 講義室６Ａ

33-35 10 28 水
3

4,5 藤田

講義室６Ａ

30-32 10 21 水
3

4,5
藤田
日髙 講義室６Ａ

26-29 10 14 水
3,4
5,6

川﨑
日髙

講義室６Ａ

22-25 10 7 水
3

4,5
6

藤田
有田
川﨑

講義室６Ａ

18-21 9 30 水
3,4
5,6 藤田

講義室６Ａ

17 7 22 水 1 藤田 講義室６Ａ

15,16 7 17 金 1,2 藤田

講義室６Ａ

13,14 7 16 木 1,2 川﨑 講義室６Ａ

11,12 7 15 水 1,2 松尾

講義室６Ａ

9,10 7 8 水 1,2 佐藤 講義室６Ａ

7,8 7 1 水 1,2 日髙

5,6 6 24 水 1,2 近藤 講義室６Ａ

3,4 6 17 水 1,2 藤田

日程表(小児歯科学）

1,2 6 10 水 1,2 日髙 講義室６Ａ

講義室６Ａ
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年度 2026 学期 3・4Q 曜日・校時 月 1～2 必修選択 必修 単位数 2

科目番号

科目ナンバリング・コード

授業科目名/(英語名)

25034321

DNGD33091989

歯周病学/（Lecture of Periodontology ）

対象年次 4 年次 講義形態 講義形式 教室 講義室 6A

対象学生(クラス等)     科目分類   口腔生命科学各論Ⅱ

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー

吉村篤利/ayoshi@nagasaki-u.ac.jp/長崎大学病院 8 階歯周歯内治療学分野教授室/095-819-7681（内 7681）

/17：00～19：00

担当教員(オ

ムニバス科目

等)

吉村篤利、岩下未咲、栁口嘉治郎、坂本英次郎、金子高士（非常勤講師）、吉永泰周（非常勤

講師）

授業の概要

歯周病学と歯周治療学の理解を高める。歯周疾患の特徴を知り、その治療法について学ぶ。歯周組織の正常と

異常、歯周疾患の分類、歯周疾患の原因、歯周基本治療、歯周外科、歯周再生治療、メインテナンスについての

講義を行う。

授業到達目標

一般目標 GIO：

歯周疾患の原因、種類、症状を含む具体的内容を理解

し、実際の検査、診断、治療法を説明できる能力を習得す

る。

個別行動目標 SBOs：

1.歯周組織の正常と異常の相違を説明できる。

2.歯周疾患の原因を説明できる。

3.歯周疾患の治療法を説明できる。

4.歯周疾患の予防法を説明できる。

5.歯周疾患と全身疾患の関連を説明できる。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】

E-3-2)-③、 E-3-3)-(3)-②

E-3-2)-③、 E-3-2)-④

E-3-3)-(3)-③、 E-3-3)-(3)-④

E-3-3)-(3)-⑤

E-3-3)-(3)-①

対応するディプロマポリシー

ＤＰ２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。

ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。

授業方法（学習指導法）

基本的にスライドを用いた講義を行い、必要に応じてプリントを配付する。

授業内容

1 回目 歯周病学総論・正常歯周組織と病的歯周組織

2 回目 歯周疾患の原因

3 回目 歯周組織検査

4 回目 プラークコントロール(1)

5 回目 プラークコントロール(2)

6 回目 スケーリング・ルートプレーニング(1)

7 回目 スケーリング・ルートプレーニング(2)

8 回目 歯内歯周病変・根分岐部病変の処置

9 回目 歯周外科(1)

10 回目 歯周病と全身疾患・リスクファクター

11 回目 歯周疾患の分類・特殊な歯周疾患

12 回目 咬合調整・固定

13 回目 歯周外科(2)

14 回目 MTM・歯周補綴

15 回目 メインテナンス



キーワード 歯周病、歯周疾患、歯周治療

教科書・ 教材・参

考書

教科書：ザ・ペリオドントロジー 第 4 版 （永末書店）、  臨床歯周病学 第 3 版 （医歯薬

出版）

成績評価の方法・

基準等

学期末に選択または記述式の試験を行い評価する。

受講要件(履修条

件)

開講された講義の３分の２以上に出席している者

備考(学生へのメッ

セージ)

歯周病学は歯科医療の根幹をなし、また歯科における再生医療の中核ともいえる分野であ

る。

また近年の学問領域の発展は目覚ましい。生物学に基づいた最新の歯周病学を修得する

ためにも

基礎科目（口腔領域）の知識は必須であるので、復習しておくこと。

実務経験のある

教員による授業

科目

・吉村篤利／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床歯学

分野の研究内容を講義する。

・岩下未咲／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床歯学

分野の研究内容を講義する。

・栁口嘉治郎／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床歯

学分野の研究内容を講義する。

・坂本英次郎／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床歯

学分野の研究内容を講義する。

・金子高士／福岡歯科大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床

歯学分野の研究内容を講義する。

・吉永泰周／福岡歯科大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床

歯学分野の研究内容を講義する。



No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

歯周病学総論・正常歯周組織と病的歯周組織

歯周疾患の原因

歯周組織検査

プラークコントロール(1)

プラークコントロール(2)

スケーリング・ルートプレーニング(1)

スケーリング・ルートプレーニング(2)

歯内歯周病変・根分岐部病変の処置

歯周外科(1)

歯周病と全身疾患・リスクファクター

歯周疾患の分類・特殊な歯周疾患

咬合調整・固定 

 歯周外科(2)

歯周矯正・歯周補綴

インテナンス

10回 12 講義室6A

11回 月 1～2 坂本 講義室6A

講義室6A

14回 1

15回 1 25 月 1～2 吉村

18

1412

7 月 1～2

金子

柳口

月 1～2 講義室6A

吉村 講義室6A

8回 11 16 月 吉永

11 1～2

講義室6A

12回 12 21 月 1～2

吉村13回 1 4 月 1～2

吉村

講義室6A

講義室6A1～2

10 26 月 1～2

講義室6A

月 1～2 吉村

6回 11 2 月

9回 30 月

7回 11 9

岩下

栁口 講義室6A

1～2

講義室6A

4～6 坂本 講義室6A

講義室6A

1～2

5回

日程表

1回 9 28 月 1～2
岩下
吉村

講義室6A

3回

岩下 講義室6A4回 10 19 月

10 5 月 1～2 吉村

2回 9 28 月
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名（I/II） 教室 No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名（I/II） 教室

手洗いとガウンテクニック
実習

特別講義（顎顔面外傷
等）

夏目長門
（愛知学院大）

II
講義室6A 20回

血液疾患

予備日

大森景介
I

28回

4～6

臨床実習室4B8 金

4～6

抜歯実習
緒方絹子

I

臨床実習室4B12 火

臨床実習室4B5 火

14回 11 17 火 26 火

15回 11 20 金 1～3

講義室6A4～6

良性腫瘍と腫瘍類似疾患
今城育美

I

25回

山田朋弘
II

顎変形症
顎関節疾患

三島克章
（山口大）

II

講義室6A

29回 1

13回 11 13 金 1～3

今城育美
II

講義室6A

26回 1

112回 11 10 火 4～6

1悪性腫瘍① 講義室6A

27回

（口腔外科学会総会）
小テスト①

未定

特別講義（国際貢献）

未定

金 1～3 講義室6A

1～3

採血・静脈路確保 実習
福嶋大将

II
1～3

小テスト②

4～6

神経疾患と心因性疾患

特別講義（睡眠歯科）
山田朋弘

II
口腔に症状を呈する全身
疾患

歯・歯槽および周囲組織
の外科

井村英人
II

口腔粘膜疾患
緒方絹子

I

炎症性疾患

講義室6A 21回

講義室6A

1

臨床実習室4B金

22 火

講義室6A

講義室6A
柳本惣市

（広島大学）
I

講義室6A

1～3 講義室6A

15

12 11 金

4～612 15 火

切開と縫合 実習

11回 11 6 金 1～3

10回 10 30
原　昌士

I

8回 10 23 金 1～3

唾液腺疾患
福嶋大将

II

10 27 火 4～69回

井村英人
II

10 16 金 1～3

特別講義（口唇口蓋裂）

4回 10 9

7回 10 20 火 4～6

6回

講義室6A

5回 10 13 火 4～6

安田光佑
I

講義室6A 19回 12 4 金

4～6 講義室6A12 8 火

金 1～3
安田光佑

I
嚢胞性疾患
睡眠歯科

1～3

顎顔面の外傷
山田朋弘

II

講義室6A24 火

1～3 講義室6A

4～6

27 金

4～6

山田慎一
（富山大）

I
特別講義（口腔癌）

悪性腫瘍②
大森景介

I

千足浩久
（東大阪医療C）

II
講義室6A1 火

111回 9 29 火 4～6
口腔外科総論
医療倫理
診断法基本

11

火 4～6

手術基本手技
周術期管理・感染予防

講義室6A 17回
井村英人

I

講義室6A 18回 123回 10 6 先天異常
井村英人

II

日程表（口腔外科学Ⅰ・Ⅱ及び同実習）

今城育美
II

講義室6A 22回

1～3

講義室6A 12

12

18 金

4～6

全身管理と歯科治療
臨床検査

原　昌士
II

講義室6A 24回

23回

2回 10 2 金 1～3

山田朋弘
I

講義室6A 16回
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

歯科麻酔学概論（歯科麻酔学の歴史、学ぶ意義）
歯科麻酔学のが歴史を通して歯科医学の中の位置づけを考える
（教材）歯科麻酔学、プリント
呼吸,循環の生理について
麻酔管理、全身評価に必要な呼吸と循環の臨床生理学を学ぶ
（教材）歯科麻酔学、DVDなどを用いた呼吸音、心音の体感
代謝・神経の生理について
麻酔管理、全身評価に必要な代謝・神経の臨床生理学を学ぶ
（教材）歯科麻酔学、プリント
疼痛の発生機序と鎮痛方法について
歯科における急性痛および難治性疼痛の発症機序と治療法を学ぶ
（教材）歯科麻酔学
麻酔中および周術期管理に必要なモニタリングの考え方・方法について
バイタルサインの評価およびモニタリング機器について学ぶ

（教材）歯科麻酔学、実際の生体モニターの取り扱いについて学ぶ
麻酔管理に用いる麻酔薬の薬理学的作用について
全身麻酔、静脈麻酔等に使用する麻酔薬の薬理作用を学ぶ
（教材）歯科麻酔学
麻酔管理に用いる装置・器具について
全身麻酔および静脈麻酔に用いる装置・器具等について学ぶ
（教材）歯科麻酔学、プリント
局所麻酔薬および局所麻酔法について
局所麻酔の作用機序、麻酔薬の薬理作用と解剖、血管収縮薬について学ぶ
（教材）歯科麻酔学、注射器などを用いて実際の局所麻酔法を学ぶ
高度な全身管理：ICU・救急部での呼吸・循環管理について
歯科治療と領域を共有する歯科麻酔管理の特殊性を学ぶ（口腔咽頭部の解剖を学ぶ）
（教材）歯科麻酔学
周術期管理の実際について
創傷治癒まで考慮した全身管理方法について学ぶ
（教材）歯科麻酔学、プリント
歯科における鎮静（吸入鎮静法と静脈内鎮静法）について

鎮静法に用いる装置、薬剤、それぞれの鎮静法の利点、欠点
（教材）歯科麻酔学、プリント
高度な全身管理：様々な合併疾患と周術期管理のポイント
小児・障害者・高齢者・全身疾患を有する患者の周術期管理などについて学ぶ
（教材）歯科麻酔学、プリント
高度な呼吸管理について
麻酔中の上気道開通性について〜基礎から臨床まで〜
（教材）歯科麻酔学、プリント
歯科治療中に起こる合併症について
歯科治療中に起こりうる全身的、局所的合併症について学ぶ
（教材）歯科麻酔学、プリント
歯科治療時の心肺蘇生（歯科医師に必要な基本的救急蘇生：BLS）について
歯科治療時に起こる全身的偶発症とその対処法を学ぶ
（教材）歯科麻酔学、DVD、マネキンを用いての実習

7 17 金 予備日

日程表（歯科麻酔学及び同実習）

講義室６A

2回 4 10 金 1～3 讃岐拓郎 講義室６A

1回 4 3 金 1～3 讃岐拓郎

講義室６A

4回 4 24 金 1～3
境　徹也（1）

達 　聖月（2,3）
講義室６A

3回 4 17 金 1～3 倉田眞治

講義室６A

6回 5 8 金 1～3 倉田眞治 講義室６A

5回 5 1 金 1～3 讃岐拓郎

講義室６A

8回 5 22 金 1～3 讃岐拓郎 講義室６A

7回 5 15 金 1～3 月本翔太

講義室６A

10回 6 5 金 1～3 倉田眞治 講義室６A

9回 5 29 金 1～3
関野元裕（1）
山下和範（2）
月本翔太（3）

講義室６A

12回 6 19 金 1～3 尾崎　由 講義室６A

11回 6 12 金 1～3 讃岐拓郎

講義室６A

14回 7 3 金 1～3 讃岐拓郎 講義室６A

13回 6 26 金 1～3
月本翔太(1･2）
倉田眞治(3）

講義室６A

7 24 金 歯科麻酔学　定期試験 讃岐拓郎

15回 7 10 金 1～3 讃岐拓郎
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統合科目（4 年次生、5 年次生） 
 
（１）臨床解剖学            （4 年）・・・・・・・・・・・234 
（２）スポーツ歯学           （4 年）・・・・・・・・・・・237 
（３）総合歯科学Ⅰ           （4 年）・・・・・・・・・・・239 
（４）総合歯科学Ⅱ           （5 年）・・・・・・・・・・・241 
（５）臨床歯科器材・薬剤学       （5 年）・・・・・・・・・・・243 
（６）臨床薬理学            （5 年）・・・・・・・・・・・246 
（７）デジタルデンティストリー     （5 年）・・・・・・・・・・・248 
（８）齲蝕・歯周病学          （5 年）・・・・・・・・・・・250 
（９）接着歯学             （5 年）・・・・・・・・・・・253 
（10）顎口腔機能・解析学        （5 年）・・・・・・・・・・・256 
（11）成育歯学             （5 年）・・・・・・・・・・・259 
（12）口腔腫瘍学             （5 年）・・・・・・・・・・・262 
（13）唾液腺疾患と障害         （5 年）・・・・・・・・・・・265 
（14）周術期口腔機能管理学       （5 年）・・・・・・・・・・・268 
（15）生活習慣病と口腔         （5 年）・・・・・・・・・・・271 
（16）睡眠障害と疾患          （5 年）・・・・・・・・・・・273 
（17）離島歯科医学           （5 年）・・・・・・・・・・・276 
（18）医療面接             （5 年）・・・・・・・・・・・279 
（19）医療倫理・プロフェッショナリズム論（5 年）・・・・・・・・・・・282 
（19）急性期医療            （5 年）・・・・・・・・・・・285 
（21）在宅介護医療           （5 年）・・・・・・・・・・・287 
（22）統合医療学            （5 年）・・・・・・・・・・・289 
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専門教養科目 
 
（１）長崎大学歯学部グローカルインターンシップ・プログラム（2 年）・・・・・300 
（２）実践臨床歯科英会話                 （4 年）・・・・・304 
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研究科目（3 年次生、4 年次生、5 年次生、6 年次生） 

         ※歯学研究コース履修者対象 
 

基礎歯学研究概論         （3 年）・・・・・・・・・・・ 313 
基礎歯学研究           （3・4 年）・・・・・・・・・・315 
臨床歯学研究概論         （4 年）・・・・・・・・・・・ 317 
歯学研究             （5・6 年）・・・・・・・・・・320 
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